

















Methods for Teaching Communication Skills to Disabled 
Children with Severe Auditory and Intellectual Disorders 
Using a Touch-monitor Device 
 
































































聴覚障害の状態は指導開始時で ABR 検査において 100dB↓（スケールアウト）である。補聴器


























































Table 1-1 第１段階 二項関係の形成 その１ 
 
 









































































































 Table 2 第２段階 三項関係の形成 































































































学校生活（学習活動）でのカードの活用  家庭生活でのカードの活用 
























第 26 週～第 30 週 
・カードを渡した後、動画再生の途中や終了後
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